
い
わ
き
市
内
郷
白
水
に

b
け
る
明
治
期
の
炭
破
と
そ
の
変
遷

鈴
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は

じ

め

に

い
わ
き
市
北
部
の
中
心
部
を
流
れ
る
夏
井
川
の
一
支
流
新
川
の
上
流
は
白
水
川
と
呼
ば
れ
、
そ
こ
に
位
置
す
る
白
水
は
、
比
較
的
水
田

の
多
い
農
村
集
落
で
あ
っ
た
。
そ
の
農
村
集
落
に
都
市
的
要
素
を
加
え
た
の
は
炭
噴
集
落
で
あ
る
。
炭
噴
集
落
の
形
成
は
江
戸
時
代
末
ま

で
さ
か
の
ぼ
る
が
、
そ
の
時
代
の
集
落
は
痕
跡
を
見
出
す
こ
と
す
ら
困
難
で
あ
る
。
明
治
期
も
日
清
・
日
露
戦
争
の
こ
ろ
に
な
る
と
、
こ

の
白
水
川
流
域
で
は
竪
坑
を
中
心
に
し
た
炭
蹟
集
落
が
立
地
し
活
況
を
呈
し
て
い
た
。
し
か
し
、
大
正
期
に
は
「
本
層
」
の
採
掘
地
域
が

東
部
に
移
動
し
た
た
め
、
こ
の
地
域
の
炭
頓
は
す
べ
て
斤
先
経
営

TV
に
変
わ
り
、
こ
れ
も
昭
和
一
ニ

O
年
こ
ろ
に
は
閉
山
し
て
い
る
。

こ
の
調
査
は
初
期
の
炭
磯
集
落
を
地
図
上
に
復
元
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
現
在
の
集
落
景
観
を
理
解
す
る
一
つ
の
方
法
と
し
、

さ

ら

に
、
わ
が
国
の
産
業
資
本
が
勃
興
し
て
い
く
過
程
で
、
石
炭
資
源
を
も
っ
地
域
が
ど
の
よ
う
に
変
遷
し
た
か
を
考
察
し
よ
う
と
す
る
も
の

117 

で
あ
る
。
し
か
し
、
七

O
年
ほ
ど
も
以
前
の
こ
と
で
あ
り
、

し
か
も
一
時
的
な
集
落
で
あ
っ
た
の
で
、
そ
の
復
元
は
極
め
て
困
難
で
あ
っ

た
。
調
査
方
法
は
、
当
時
の
写
真
や
地
図
を
収
集
し
、

レ
ン
ガ
造
り
の
建
造
物
跡
や
記
念
碑
な
ど
を
丹
念
に
確
認
し
、
加
え
て
聞
き
取
り
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調
査
に
多
く
の
時
聞
を
費
し
た
。

白
水
川
流
域
の
炭
層
と
採
炭
以
前
の
土
地
利
用

湯
ノ
岳
(
標
高
五
九
一
ニ
・
六
メ
ー
ト
ル
)
中
腹
の
標
高
一
六

0
メ
ー
ト
ル
付
近
に
露
出
す
る
爽
炭
層
は
、

ほ
ぼ
一

O
度
の
傾
斜
で
東
に

向
か
っ
て
深
度
を
増
し
て
い
る
(
図
3
)
。

一
方
、
湯
ノ
岳
北
麓
に
源
を
も
っ
白
水
川
は
比
較
的
広
い
集
水
面
積
を
も
ち
、
第
三
紀
丘
陵
を

侵
食
し
て
、
下
刻
も
進
み
、
と
こ
ろ
ど
こ
ろ
で
炭
層
を
切
断
し
て
い
る
。
そ
の
た
め
、
入
山
高
倉
(
2
〉
付
近
で
は
河
床
が
炭
層
と
な
っ
て

み
る
く

い
る
。
ま
た
、
白
水
断
層
の
北
側
に
あ
た
る
白
水
川
支
谷
の
弥
勤
沢
周
辺
で
は
、
比
較
的
広
い
面
積
を
も
っ
爽
炭
層
が
標
高
六

O
メ
l
ト

ル
付
近
に
分
布
し
、

「
本
層
」
が
露
出
し
て
い
る
な
ど
採
炭
に
有
利
な
条
件
を
も
っ
て
い
る
。

こ
の
白
水
川
流
域
の
炭
層
は
三
つ
の
炭
層
か
ら
な
っ
て
い
る
。

「
上
層
」
は
二
番
層
と
も
い
わ
れ
、
炭
層
は
四
尺
内
外
で
あ
る
が
五
寸

が
多
く
出
た
の
で
あ
る
。

お
よ
び
八
寸
の
二
枚
の
堆
積
岩
を
挟
ん
で
い
る
。
こ
の
た
め
、
斤
先
経
営
に
移
行
す
る
と
こ
の
炭
層
を
採
掘
し
、
後
述
す
る
よ
う
に
ズ
リ

「
上
層
」
の
直
下
回

0
メ
ー
ト
ル
の
と
こ
ろ
に
あ
る
。
露
頭
付
近
で
は
四
尺
く

「
本
層
」
は
三
番
層
と
い
い
、

ら
い
の
厚
き
で
あ
る
が
、
深
く
な
る
に
つ
れ
て
厚
さ
を
増
し
、
平
均
八
尺
に
も
達
す
る
。
こ
の
炭
層
は
ほ
と
ん
ど
雑
物
が
な
く
、
燃
料
炭

と
し
て
採
掘
さ
れ
て
き
た
。

「
下
層
」
は
四
番
層
と
い
わ
れ
、

「
本
層
」
の
下
三

0
セ
ン
チ
か
ら
五
メ
ー
ト
ル
の
位
置
に
あ
っ
て
、
炭
層

の
厚
さ
は
三
尺
余
で
あ
る
が
、
五
寸
の
堆
積
岩
の
挟
み
が
あ
り
、
炭
質
は
「
本
層
」
と
同
じ
で
あ
る
。

次
に
、
近
代
的
な
石
炭
採
掘
が
開
始
さ
れ
る
以
前
の
土
地
利
用
を
考
察
す
る
た
め
に
、
明
治
一
八
年
三
八
八
五
〉
作
成
の
地
籍
図

(

3

)

に
よ
っ
て
、
大
字
白
水
の
耕
地
お
よ
び
農
家
の
配
置
を
図
1
に
示
し
た
。
今
回
と
り
あ
げ
た
炭
碩
の
調
査
地
域
は
、
不
動
沢
ト
ン
ネ
ル
す

な
わ
ち
白
水
川
の
屈
曲
部
よ
り
西
に
位
置
す
る
大
字
白
水
字
入
山
が
大
部
分
で
あ
り
、
こ
の
入
山
地
区
は
図
ー
か
ら
も
わ
か
る
よ
う
に
、
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図 1

農
家
が
五
軒
の
み
の
小
集
落
で
、
谷
底
平
野
が
狭
く
耕
地
が
少
な
か
っ
た
。
こ
の

地
区
の
大
部
分
を
占
め
る
丘
陵
は
、
下
流
の
字
抑
ノ
問
、
字
長
槻
内
な
ど
の
農
家

の
入
会
地
で
あ
っ
て
、
そ
れ
故
、
入
山
と
呼
ば
れ
た
よ
う
で
あ
る
。
こ
の
字
入
山

に
お
い
て
古
く
か
ら
採
炭
が
行
な
わ
れ
て
い
た
の
は
、
前
述
の
よ
う
に
爽
炭
層
が

露
出
し
て
い
た
弥
勤
沢
付
近
で
、
こ
こ
で
は
江
戸
時
代
に
も
採
炭
が
行
な
わ
れ
て

い
た
こ
と
が
記
録
さ
れ
て
い
る
。
図
1
の
地
籍
図
の
中
に
も
白
色
の
借
地
の
記
載

が
あ
り
、
そ
の
意
味
と
場
所
は
明
確
で
な
い
が
、
明
治
期
に
な
っ
て
も
採
炭
を
継

続
し
て
い
た
可
能
性
が
あ
る
。

次
に
、
開
発
の
古
い
順
に
お
も
な
炭
醸
の
位
置
と
そ
の
後
の
変
遷
を
述
べ
て

み
た
い
。

お
も
な
炭
碩
と
そ
の
変
遷

付

磐
前
炭
碩
|
|
の
ち
伊
藤
炭
積

こ
の
炭
頓
は
白
水
川
沿
い
の
炭
積
で
は
最
上
流
部
に
位
置
し
て
い
た
。
採
炭
は

明
治
二
六
年
に
開
始
し
て
い
る
が
、
本
格
的
な
操
業
は
常
磐
線
(
日
本
鉄
道
磐
城

線
)
が
開
通
し
た
明
治
三

O
年
こ
ろ
に
な
っ
て
か
ら
で
あ
る
。
採
掘
は
露
頭
か
ら

数
ケ
所
の
斜
坑
を
設
け
て
採
炭
し
、
大
正
四
年
の
採
炭
量
は
一
三
万
ト
ン
で
あ
っ
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た
。
従
業
員
は
二
五
五
名
で
、
炭
噴
住
宅
(
棟
割
長
屋
〉
は
炭
頓
の
対
岸
す
な
わ
ち
白
水
川
右
岸
の
段
正
面
上
に
五
棟
建
築
さ
れ
て
い

た
。
な
お
、
大
正
四
年
に
は
こ
の
地
区
よ
り
や
や
下
流
の
川
平
付
近
に
あ
っ
た
入
山
採
炭
会
社
の
諸
機
械
・
設
備
を
譲
り
受
け
て
、
川
向

坑
'
・
川
平
新
斜
坑
で
採
炭
を
開
始
し
て
い
る
。
こ
の
こ
と
は
明
治
末
こ
ろ
ま
で
に
、
上
流
部
の
磐
前
積
地
区
で
は
「
本
層
」
の
採
掘
が
ほ

ぼ
終
了
し
て
い
た
こ
と
を
示
し
て
い
る
。
そ
の
後
、
こ
の
磐
前
磁
の
事
務
所
な
ど
が
あ
っ
た
敷
地
は
、
高
野
と
湯
ノ
岳
中
腹
付
近
の
採
炭

を
行
な
っ
た
福
石
炭
噴
が
継
承
し
て
い
る
。
こ
の
敷
地
の
跡
地
は
、
両
坑
口
か
ら
採
掘
さ
れ
た
石
炭
を
ケ
ー
ブ
ル
に
よ
っ
て
こ
こ
ま
で
運

び
、
さ
ら
に
ト
ロ
ッ
コ
で
入
山
採
炭
高
倉
坑
ま
で
運
ぶ
輪
送
基
地
と
し
て
使
わ
れ
て
い
た
。
現
在
、
こ
の
磐
前
炭
積
の
積
業
所
跡
地
は
、

常
磐
杭
木
株
式
会
社
の
パ
ル
プ
用
チ
ッ
プ
工
場
と
な
っ
て
い
る
。
ま
た
、
炭
磯
住
宅
跡
地
に
は
廃
屋
が
二
軒
残
っ
て
い
る
の
み
で
あ
る
。

磐
前
炭
積
の
積
主
は
山
崎
藤
太
郎
で
あ
っ
た
。
彼
は
地
元
石
炭
頓
業
界
の
代
表
的
な
存
在
で
、

の
ち
に
入
山
採
炭
、
好
間
炭
晴
、
三
星

炭
績
の
設
立
に
協
力
し
て
、
そ
れ
ぞ
れ
の
役
員
を
兼
ね
て
い
た
。
の
ち
に
積
主
と
な
っ
た
伊
藤
増
吉
は
名
古
屋
の
生
ま
れ
で
、
こ
の
炭
積

を
経
営
し
た
の
ち
、
茨
城
県
の
関
本
炭
頓
の
経
営
に
あ
た
っ
て
い
る
。

白

白
水
炭
碩

i
lー
の
も
王
城
炭
積

こ
の
炭
積
は
白
水
川
の
右
岸
に
あ
り
、
現
在
の
白
水
小
学
校
の
対
岸
に
位
置
し
て
い
た
。
鉱
区
の
大
部
分
は
湯
ノ
岳
東
麓
を
占
め
て
い

て
、
鉱
区
北
部
の
「
本
層
」
を
除
く
と
、
炭
層
は
白
水
川
の
河
床
面
よ
り
も
高
い
位
置
に
あ
り
、
坑
口
は
八
ケ
所
に
分
散
し
、
斜
坑
お
よ

び
横
坑
で
あ
っ
た
。
白
水
小
学
校
の
南
に
接
す
る
東
西
に
の
び
る
道
路
は
石
炭
専
用
線
跡
で
、
校
庭
の
南
半
分
は
石
炭
積
込
場
(
万
石
〉

で
あ
っ
た
。
当
時
の
白
水
小
学
校
は
王
磐
山
小
学
校
と
呼
ば
れ
、

入
山
採
炭
の
飯
場
を
改
造
し
た
校
舎
で
あ
っ
て
、
玉
城
炭
積
、
磐
前
炭

積
、
入
山
採
炭
の
各
一
文
字
を
と
っ
た
炭
積
立
の
学
校
で
あ
っ
た
。
こ
の
他
に
も
炭
積
住
宅
、
積
務
所
、
運
搬
用
ト

γ
ネ
ル
、
横
業
所
長

宅
(
現
存
〉
、
山
神
社
と
神
社
協
の
白
水
炭
碩
石
碑
な
ど
は
、
現
在
で
も
そ
の
位
置
を
確
認
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
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」
の
炭
坑
は
明
治
二
六
年

月
に
、
故
吉
田
茂
首
相
の
厳
父

竹
内
綱
が
白
水
炭
積
と
し
て
操

業
を
開
始
し
た
が
、
北
部
本
層

明治期における白水の炭磯鳥撤図

の
採
掘
中
に
坑
内
出
水
の
事
故

も
あ
っ
て
経
営
が
思
わ
し
く
な

く
、
明
治
三
六
年
に
は
日
宗
保

険
会
社
社
長
川
合
芳
次
郎
に
経

営
が
代
わ
り
、
社
名
も
水
の
字

を
使
用
し
な
い
王
城
炭
坑
と
な

っ
た
。
な
お
、
竹
内
は
の
ち
に

常
磐
炭
碩
の
中
郷
坑
と
な
っ
た

図 3

茨
城
無
煙
炭
を
創
立
し
、
息
子

の
竹
内
明
太
郎
が
経
営
を
引
き

継
い
だ
。

明
治
三
五
年
に
お
け
る
白
水

炭
醸
の
一
日
当
た
り
出
炭
量
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明治36年6月の炭破別 1日当たり出炭量

|車輔数|出炭量(トン)

表 1

炭磁名(地区)

小野田(湯本) 58 409 

入山(白水) 68 476 

白 水 (11 ) 34 238 

岡 田 (11 ) 34 238 

山口 (11 ) 34 238 

三星 (11 ) 16 111 

内郷(宮) 44 309 

宮 ( 11 ) 15 105 

I 303 I 
E会田敏 (1902):片寄平蔵伝による〕

2，124 計

(

4

)

は
二
三
八
ト
ン
で
、
磐
城
炭
積
、
入
山
採
炭
に
次
い
で
出
炭
量
が
多
か
っ
た
し
、

明
治
四

O
年
に
は
常
磐
炭
田
の
中
で
第
六
位
の
生
産

(

5

)

を
あ
げ
て
い
た
炭
噴
で
も

あ
っ
た
。
け
れ
ど
も
、
大
正
四
年
の
統
計
に
よ
れ
ば
坑
内
夫
二
ハ
二
名
、
坑
外
夫
八

五
名
を
有
し
て
い
た
が
、

一
ヶ
月
当
た
り
の
出
炭
量
は
三
、

0
0
0ト
ン
に
減
少
ハ
6
u

し
て
お
り
、
こ
の
乙
ろ
に
は
、
す
で
に
「
本
層
」
の
採
掘
が
終
了
し
て
い
た
こ
と
を

示
し
て
い
る
。
そ
の
た
め
、
経
営
者
の
移
動
が
激
し
く
、
大
正
一

O
年
に
は
宗
像
炭

積
、
同
一
三
年
に
は
五
十
嵐
炭
積
の
ち
の
朝
鮮
炭
碩
を
経
て
、
閉
山
時
に
は
戸
部
炭

醸
の
所
有
に
な
っ
て
い
る
。

玉
城
炭
積
は
の
ち
に
入
山
第
三
坑
お
よ
び
三
友
炭
積
の
斤
先
と
な
り
、
玉
城
矢
郷

っ
て
、

る
こ
と
が
極
め
て
困
難
な
理
由
は
、
斤
先
経
営
で
あ
っ
た
炭
積
で
の
採
掘
が
「
本
層
」
で
な
く
「
上
層
」
お
よ
び
「
下
層
」
の
薄
層
で
あ

積
と
し
て
最
近
ま
で
存
続
し
て
い
た
。
初
期
の
王
城
炭
積
の
諸
施
設
な
ど
を
復
元
す

ズ
リ
が
多
く
、
そ
の
ズ
リ
に
よ
っ
て
初
期
の
坑
口
な
ど
が
埋
め
ら
れ
て
い
て
、
坑
口
も
埋
没
し
て
い
る
か
ら
で
あ
る
。
け
れ
ど

も
、
こ
の
地
区
に
は
昭
和
初
期
に
建
て
ら
れ
た
炭
積
住
宅
が
比
較
的
多
く
残
っ
て
い
る
し
、
標
高
一
五

0
メ
ー
ト
ル
付
近
の
爽
炭
層
界
東

部
に
は
多
数
の
横
坑
跡
を
認
め
る
こ
と
が
で
き
る
。
な
お
、
白
水
炭
積
と
呼
ば
れ
て
い
た
こ
ろ
の
所
長
宅
や
山
神
社
跡
・
石
碑
な
ど
は
、

常
磐
高
速
自
動
車
道
の
通
過
予
定
地
に
な
っ
て
い
る
の
で
、
こ
の
地
区
の
炭
積
跡
も
い
ず
れ
は
消
滅
し
、
そ
の
痕
跡
を
と
ど
め
な
く
な
る

で
あ
ろ
う
。同

入
山
採
炭



こ
の
入
山
採
炭
会
社
は
白
水
川
沿
い
に
面
積
の
狭
い
わ
り
に
細
長
い
鉱
区
を
も
ち
、

の
ち
に
他
の
鉱
区
を
次
々
に
買
収
し
て
、
最
終
的

に
は
常
磐
炭
醸
の
実
質
的
な
経
営
権
を
握
っ
た
炭
積
で
あ
る
。
そ
の
聞
に
は
経
営
者
の
交
代
も
相
次
い
だ
が
、

一
山
一
家
の
意
識
を
強
く

も
ち
続
け
た
結
果
が
、
こ
の
よ
う
に
発
展
さ
せ
た
と
い
う
こ
と
が
で
き
よ
う
。

こ
の
炭
績
の
開
発
に
あ
た
っ
て
は
、
松
方
厳
が
計
画
し
川
崎
銀
行
頭
取
川
崎
八
衛
右
円
、
森
村
市
右
衛
門
な
ど
が
出
資
し
て
、
地
元
の

いわき市内郷白水における明治期の炭積とその変遷

白
井
遠
平
が
磐
城
炭
積
の
役
員
を
辞
し
て
社
長
に
就
任
し
て
い
る
。
さ
ら
に
、
常
磐
線
の
敷
設
工
事
に
従
事
し
た
労
務
者
を
雇
い
入
れ
て

明
治
二
八
年
六
月
に
白
水
小
学
校
と
磐
前
炭
蹟
と
の
ほ
ぼ
中
聞
に
高
倉
竪
坑
(
入
山
第
一
坑
)
を
起
工
し
、
同
二
九
年
に
は
白
水
小
学
校

の
東
側
に
入
山
川
平
竪
坑
(
入
山
第
二
坑
〉
を
開
削
し
、
同
一
ニ

O
年
に
は
着
炭
し
て
い
る
。
開
発
後
の
三

1
四
年
間
は
順
調
に
操
業
し
て

、n
-
e

、.、

し
φ
h

カ

日
露
戦
争
後
の
不
況
の
影
響
を
受
け
て
、
こ
の
炭
積
も
経
営
不
振
と
な
り
、
そ
の
責
任
を
と
っ
て
、
社
長
の
白
井
遠
平
は
明
治

三
三
年
に
退
職
し
、
こ
の
入
山
採
炭
の
社
長
は
郷
誠
之
助
に
交
代
し
た
。
な
お
、
白
井
遠
平
は
の
ち
に
隣
村
の
好
間
村
に
好
間
炭
績
を
創

立
し
て
い
る
。
の
ち
の
古
河
好
間
炭
積
が
こ
れ
で
あ
る
。
明
治
三
六
年
に
お
け
る
一
日
当
た
り
出
炭
量
は
、
高
倉
・
川
平
の
両
磁
を
合
わ

せ
て
四
七
六
ト
ン
で
あ
っ
た
。
さ
ら
に
、
同
四

O
年
に
は
一
、
三
五

O
名
の
従
業
員
を
も
ち
、
月
当
た
り
出
炭
量
も
二
ハ
、
三
四
五
ト
ソ
に

達
し
て
い
て
、
常
磐
炭
田
に
お
い
て
は
磐
城
炭
碩
に
次
ぐ
生
産
を
る
げ
て
い
た
。
し
か
し
、
同
四
三
年
に
は
川
平
鉱
区
の
「
本
層
」
は
採

掘
し
尽
し
斜
坑
方
式
に
よ
っ
て
採
炭
を
続
け
た
。
こ
れ
と
前
後
し
て
新
坑
の
開
発
に
も
着
手
し
て
い
る
。
ま
ず
、
明
治
三
五
年
に
は
白
水

川
の
屈
曲
部
に
あ
た
る
不
動
山
ト
ン
ネ
ル
南
の
小
さ
な
谷
に
入
山
第
三
坑
を
起
工
し
て
、
同
三
七
年
に
着
炭
し
、

た
だ
ち
に
採
掘
に
入
つ

て
い
る
し
、
同
三
五
年
に
は
白
水
川
を
挟
ん
だ
北
岸
の
三
星
炭
積
栃
窪
坑
の
鉱
区
を
譲
り
受
け
て
い
る
。
さ
ら
に
、
同
四

O
年
に
な
る
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と
、
入
山
第
三
坑
か
ら
丘
陵
を
こ
え
た
湯
本
町
日
渡
の
現
湯
本
第
二
小
学
校
敷
地
内
に
第
四
坑
を
開
削
し
、
翌
年
に
は
着
炭
し
て
い
る
。

こ
の
結
果
、
大
正
四
年
に
お
け
る
半
年
間
の
出
炭
量
は
、
入
山
川
平
坑
が
四
万
ト
ン
、
第
三
坑
が
二
二
万
ト

γ
、
第
四
坑
が
二
五
万
ト
ン
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明治40年の炭碩別従業者数と 1カ月当たり出炭量

| 男 ω | 女 ω I 1カ月出炭量(トン)
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噌

Etm
唱

E4

噌

Ea-

炭積名(地区)

小野田(湯本)

入 山(白水)

三星 (11 ) 

玉城 (11 ) 

三 友 (11 ) 

山口 (11 ) 

伊藤 (11 ) 

内郷町田(宮)

津 JJI(II)

越賀 (11 ) 

好関(好関)

F呂田川 (11 ) 

ときわ(赤井)

大 蔵 ( 11 ) 

赤 井 (11 ) 

:内郷村誌による〕

と
な
っ
て
い
て
、
生
産
の
中
心
が
新
し
く
開
削
さ
れ
た
第
三
坑

-
第
四
坑
に
移
っ
て
い
る
。
こ
の
こ
と
は
大
正
初
期
に
な
る
と

す
で
に
、
第
一
坑
・
第
二
坑
か
ら
な
る
入
山
採
炭
の
鉱
区
で
は

「
本
層
」
の
採
掘
が
ほ
ぼ
終
了
し
て
い
た
こ
と
を
示
し
て
い

E吉成富三郎 (1908)

る
。
そ
の
後
の
経
営
者
は
、
大
正
六
年
に
福
川
忠
平
、
同
九
年

に
は
大
倉
組
へ
と
変
り
、
採
掘
場
所
は
深
度
を
増
し
た
の
で
、

採
炭
は
し
だ
い
に
困
，
難
と
な
り
、
湯
本
地
区
へ
と
移
動
し
て
い

っ
た
。入

山
採
炭
会
社
の
発
祥
地
入
山
高
倉
坑
は
、
白
水
川
左
岸
の

河
岸
段
丘
に
竪
坑
(
深
さ
一
二
メ
ー
ト
ル
、
明
治
四
一
年
の
出

炭
量
二
ハ
万
ト
ン
〉
が
あ
り
、
そ
の
東
側
に
選
炭
場
と
石
炭
積

込
場
と
を
配
置
し
、
入
山
採
炭
所
有
の
石
炭
専
用
線
の
終
点
と

な
っ
て
い
た
。
こ
の
専
用
線
跡
は
、
現
在
、
そ
の
ま
ま
市
道
と

な
っ
て
い
る
。
竪
坑
の
西
側
に
は
蒸
気
場
が
あ
り
、
お
も
に
竪

坑
の
動
力
と
排
水
ポ
ン
プ
の
動
力
と
し
て
利
用
さ
れ
て
い
た
。

ま
た
、
竪
坑
北
西
の
山
麓
に
は
炭
頓
住
宅
が
密
集
し
、
当
時
の

写
真
に
よ
れ
ば
白
水
川
を
挟
ん
だ
対
岸
に
は
職
員
住
宅
が
あ
っ



た
よ
う
で
あ
る
。
こ
の
入
山
高
倉
坑
跡
は
前
述
し
た
よ
う
に
、
玉
城
炭
磯
を
引
き
継
い
だ
諸
炭
坑
の
輸
送
基
地
と
し
て
利
用
さ
れ
、
現
在

は
常
磐
杭
木
株
式
会
社
チ
ヅ
プ
工
場
の
残
津
置
場
と
な
っ
て
い
る
が
、
こ
の
炭
磯
跡
も
常
磐
高
速
自
動
車
道
の
通
過
予
定
地
と
な
っ
て
い

る
の
で
、
間
も
な
く
そ
の
痕
跡
を
と
ど
め
な
く
な
る
で
あ
ろ
う
。

入
山
川
平
坑
(
深
さ
七
六
メ
ー
ト
ル
、
明
治
四
一
年
の
出
炭
量
一
八
万
ト
ソ

?
J
は
白
水
川
学
校
東
方
の
山
麓
に
立
地
し
、
竪
坑
の

いわき市内郷白水における明治期の炭破とその変遷

北
側
に
入
山
高
倉
坑
と
同
じ
目
的
を
も
っ
た
蒸
気
場
が
あ
っ
て
、
煙
突
の
あ
っ
た
場
所
は
現
在
で
も
エ
ン
ト
ツ
山
と
呼
ば
れ
て
い
る
。
蒸

気
場
の
北
に
竪
坑
の
巻
き
場
・
修
理
工
場
な
ど
が
あ
り
、
引
込
線
跡
が
低
く
な
っ
て
い
て
、
そ
の
東
側
の
斜
面
が
石
炭
積
込
場
で
あ
っ

た
。
炭
積
住
宅
(
飯
場
〉
は
白
水
川
学
校
の
プ
l
ル
付
近
と
白
水
川
右
岸
の
川
向
と
呼
ば
れ
て
い
る
地
区
の
段
丘
面
と
に
あ
っ
た
。

な
お
、
こ
の
入
山
川
平
坑
は
一
時
期
で
あ
っ
た
が
磐
前
炭
磁
に
譲
渡
さ
れ
て
い
た
こ
と
も
あ
り
、
南
の
山
麓
や
右
岸
の
川
岸
お
よ
び
竪

坑
東
部
の
丘
陵
中
腹
な
ど
で
は
斜
坑
方
式
に
よ
っ
て
、
昭
和
三

O
年
ま
で
採
炭
を
継
続
し
て
い
た
。
ま
た
、
北
半
分
は
高
階
炭
頓
が
昭
和

一
一
一
年
ま
で
採
炭
を
行
な
っ
て
い
た
。

第
三
坑
の
竪
坑
(
深
さ
一
一
四
メ
ー
ト
ル
、
明
治
四
一
年
の
出
炭
量
四
二
万
ト
ン
〉
は
寿
炭
積
の
山
神
社
跡
に
あ
た
る
高
台
の
北
に
続

く
斜
面
下
の
段
丘
面
に
あ
っ
た
。
そ
の
西
側
に
は
蒸
気
場
と
巻
き
場
お
よ
び
火
薬
庫
が
あ
り
、
選
炭
場
は
竪
坑
の
北
に
接
続
し
、

ズ
リ
が

少
な
い
炭
層
で
あ
っ
た
の
で
選
炭
場
は
小
規
模
で
あ
っ
て
、
貯
炭
場
が
大
き
な
面
積
を
占
め
て
い
た
。
明
治
四
三
年
に
は
発
電
所
が
白
水

川
岸
に
つ
く
ら
れ
、
動
力
に
電
力
が
利
用
さ
れ
る
よ
う
に
も
な
っ
た
。
蒸
気
場
と
発
電
所
か
ら
出
る
灰
の
捨
て
場
が
丘
陵
の
稜
線
南
側
の

谷
に
あ
っ
て
、

レ
ン
ガ
造
り
の
巻
き
場
が
稜
線
に
現
在
も
残
っ
て
い
る
。
蒸
気
場
の
あ
っ
た
場
所
の
西
側
に
位
置
す
る
現
在
の
広
場
と
一
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戸
建
住
宅
は
炭
積
住
宅
〈
飯
場
)
で
あ
っ
た
。
発
電
所
の
東
に
は
道
路
に
沿
っ
て
現
在
で
も
明
治
期
の
商
庖
街
の
景
観
が
残
っ
て
い
る
。

石
炭
専
用
糠
は
現
在
の
市
道
で
、
石
炭
積
込
場
は
そ
の
北
側
に
あ
り
、
片
寄
平
蔵
の
記
念
碑
が
建
て
ら
れ
て
い
る
と
こ
ろ
に
あ
っ
た
。
木
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工
場
は
石
炭
積
込
場
の
西
端
の
川
岸
に
あ
っ
た
が
、
積
務
所
・
職
員
住
宅
・
修
理
工
場
な
ど
の
所
在
地
は
は
っ
き
り
し
な
い
。

こ
の
第
三
坑
は
入
山
採
炭
会
社
が
石
炭
積
込
場
の
西
端
に
斜
坑
を
掘
っ
て
採
炭
を
継
続
し
、
炭
碩
住
宅
は
川
平
に
あ
っ
た
。
そ
の
後
、

昭
和
八
年
こ
ろ
か
ら
第
三
坑
の
竪
坑
付
近
で
は
矢
ノ
倉
炭
と
寿
炭
積
が
斤
先
経
営
を
行
な
い
、
昭
和
二
七
年
ま
で
経
続
し
て
い
た
。
こ
れ

ら
の
炭
積
住
宅
は
貯
炭
場
と
炭
頓
施
設
の
あ
っ
た
場
所
に
昭
和
八
年
こ
ろ
つ
く
ら
れ
、
現
在
も
居
住
し
て
い
る
。
こ
の
炭
頓
住
宅
も
東
端

と
南
端
・
西
端
に
は
斜
坑
が
設
け
ら
れ
、
川
岸
に
は
選
炭
場
が
あ
っ
で
、
三
星
・
栃
窪
坑
跡
が
石
炭
積
込
場
に
な
っ
て
い
た
。

帥

三
星
炭
碩

こ
の
炭
積
は
明
治
三

O
年
に
創
立
さ
れ
た
。
社
長
は
原
町
出
身
の
政
治
家
松
本
孫
右
衛
門
で
、
地
元
の
加
納
五
郎
・
山
崎
藤
太
郎
・
鯨

岡
徳
次
郎
な
ど
の
出
資
に
よ
る
会
社
で
あ
っ
た
。
明
治
三
一
年
に
栃
窪
竪
坑
と
広
畑
斜
坑
を
開
削
し
、
明
治
三
五
年
の
一
日
当
た
り
出
炭

量
は
一
一
一
ト
ン
と
な
っ
て
い
た
。
栃
窪
坑
は
入
山
第
二
坑
と
同
三
坑
の
間
に
あ
っ
て
、
白
水
川
左
岸
の
段
丘
面
に
竪
坑
が
あ
り
、
西
側

に
蒸
気
場
・
選
炭
場
を
設
け
、
そ
れ
に
接
し
て
石
炭
の
積
込
場
が
南
の
斜
面
に
あ
っ
た
。
炭
碩
住
宅
(
飯
場
〉
は
川
沿
い
に
あ
っ
て
比
較

的
ま
と
ま
っ
て
い
た
。
現
在
も
炭
頓
施
設
の
あ
っ
た
と
こ
ろ
に
は
矢
ノ
倉
炭
蹟
の
炭
積
住
宅
が
残
っ
て
お
り
、
炭
積
住
宅
跡
は
市
営
住
宅

と
な
っ
て
い
る
。
広
畑
坑
は
横
坑
で
坑
口
は
願
成
寺
の
墓
地
と
な
っ
て
い
る
。
炭
碩
住
宅
は
栃
窪
坑
と
同
じ
で
あ
っ
た
。
な
お
、
栃
窪
坑

は
明
治
三
五
年
に
入
山
採
炭
に
譲
渡
さ
れ
、

入
山
採
炭
で
は
こ
の
竪
坑
を
排
気
坑
と
し
て
利
用
し
て
い
た
。

つ
づ
ら

そ
の
後
、
三
星
炭
積
は
明
治
四
一
年
に
常
磐
線
綴
駅
(
現
内
郷
駅
〉
の
近
く
に
綴
竪
坑
(
深
さ
一
七

0
メ
ー
ト
ル
)
を
開
削
し
て
い

る
。
こ
の
炭
碩
の
出
炭
量
は
明
治
四
四
年
に
二
一
万
ト
ン
に
達
し
、
、
使
役
人
夫
は
七
一
九
名
で
あ
っ
た
。
生
産
は
順
調
で
あ
っ
た
が
、

大
正
二
年
に
坑
内
水
が
あ
っ
て
水
没
し
た
ま
ま
で
広
畑
坑
と
と
も
に
、
大
正
四
年
に
磐
城
炭
頓
に
譲
渡
さ
れ
た
。
こ
の
時
点
で
内
郷
地
区

の
「
本
層
」
は
ほ
と
ん
ど
磐
城
炭
破
の
所
有
す
る
と
こ
ろ
と
な
っ
た
。
磐
城
炭
積
は
排
水
に
成
功
し
て
、
こ
の
綴
坑
は
昭
和
二
七
年
こ
ろ



ま
で
採
掘
を
続
け
て
い
た
。

三
星
炭
蹟
の
事
務
所
や
修
理
工
場
の
あ
っ
た
敷
地
跡
は
刊
現
在
、
常
磐
製
作
所
の
鋳
造
工
場
用
地
と
な
っ
て
い
て
、
石
炭
専
用
線
(
現

市
道
〉
の
北
側
に
あ
っ
た
炭
積
住
宅
跡
も
常
磐
製
作
所
の
工
場
や
社
宅
と
な
っ
て
い
る
。
こ
の
炭
頓
に
は
明
治
期
の
施
設
が
比
較
的
多
く

残
存
し
て
い
て
、
鋳
造
工
場
の
南
端
に
は
危
険
の
標
示
を
つ
け
た
竪
坑
の
穴
が
そ
の
ま
ま
残
っ
て
い
る
し
、
排
気
竪
坑
の
レ
ン
ガ
建
造
物

いわき市内郷白水における明治期の炭碩とその変遷

や
レ
ン
ガ
の
煙
突
が
煙
道
と
と
も
に
原
形
を
保
っ
て
い
る
。
事
務
所
も
最
近
ま
で
使
わ
れ
て
い
た
。
ま
た
、
磐
城
炭
碩
に
な
っ
て
か
ら
の

斜
坑
の
坑
口
も
た
く
さ
ん
残
っ
て
い
て
、

一
部
の
斜
坑
は
鋳
造
製
品
の
コ
バ
ル
ト
を
利
用
し
た
検
査
場
に
使
わ
れ
て
い
る
。
常
磐
製
作
所

は
磐
城
炭
頓
の
機
械
修
理
工
場
が
会
社
と
し
て
独
立
し
た
も
の
で
あ
る
。
製
作
所
の
社
宅
は
三
星
炭
頓
の
炭
頓
住
宅
跡
を
利
用
し
た
も
の

で
あ
る
が
、
建
物
そ
の
も
の
は
第
二
次
大
戦
後
に
新
築
し
た
も
の
で
あ
り
、
現
在
で
も
職
階
制

(

8

)

ご
と
に
西
か
ら
東
へ
並
ん
で
い
る
。

な
お
、
駅
に
向
か
う
道
路
に
沿
っ
て
商
居
街
が
あ
っ
た
。

三
星
炭
積
は
大
正
四
年
に
、
現
在
の
常
磐
ハ
ワ
イ
ア
ン
セ
ン
タ
ー
の
場
所
に
藤
原
坑
を
開
坑
し
、

さ
ら
に
勿
来
窪
田
で
も
炭
積
を
譲
り

受
け
て
操
業
し
て
い
た
。
の
ち
の
大
日
本
炭
積
勿
来
噴
が
そ
れ
で
あ
る
。

同

山
口
炭
碩

綴
駅
か
ら
分
岐
す
る
石
炭
専
用
線
が
不
動
山
ト
ン
ネ
ル
を
出
て
白
水
川
の
鉄
橋
を
渡
っ
た
と
こ
ろ
が
山
口
炭
積
で
、
入
山
採
炭
の
石
炭

積
込
場
の
東
端
に
位
置
し
て
い
た
。
埼
玉
県
出
身
の
山
口
嘉
三
は
東
京
で
薪
炭
業
を
営
ん
で
い
た
が
、
常
磐
線
の
開
通
の
見
込
が
つ
い
た

明
治
コ
一

O
年
に
、
こ
の
場
所
で
石
炭
採
掘
を
開
始
し
た
。
こ
の
鉱
区
は
弥
駒
沢
の
谷
口
に
あ
た
り
、
白
水
断
層
の
北
に
接
し
て
い
る
。
そ
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の
た
め
爽
炭
層
が
露
出
し
て
い
て
採
炭
が
容
易
で
あ
り
、

四
つ
の
坑
口
は
横
坑
で
あ
っ
た
。
炭
磁
住
宅
は
入
山
採
炭
の
石
炭
積
込
場
北
側

の
丘
陵
中
腹
に
あ
っ
た
。
明
治
三
五
年
の
出
炭
量
は
一
日
当
た
り
二
三
八
ト
ン
で
あ
り
、
明
治
四

O
年
に
は
三
七

O
名
の
坑
夫
が
い
て
、
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月
産
二
、

O
二
八
ト
ン
の
生
産
を
あ
げ
て
い
た
。

明
治
末
に
は
「
本
層
」
を
掘
り
尽
し
て
こ
こ
で
の
操
業
を
終
了
し
た
。
そ
の
後
、
山
口
嘉
三
は
茨
城
県
で
山
口
炭
噴
を
創
設
し
て
い

る
。
山
口
炭
噴
跡
は
現
在
ほ
と
ん
ど
残
っ
て
い
な
い
。
そ
れ
は
の
ち
に
斤
先
経
営
で
操
業
し
た
炭
躍
明
か
ら
出
る
ズ
リ
の
下
に
大
部
分
が
埋

没
し
て
し
ま
っ
た
か
ら
で
あ
る
。

付

岡
田
炭
噴

l
lの
ち
三
友
炭
積

こ
の
炭
積
が
あ
っ
た
弥
駒
沢
は
ズ
リ
で
炭
層
の
露
頭
付
近
が
埋
立
て
ら
れ
て
い
る
が
、

か
つ
て
は
谷
が
深
く
「
本
層
」
が
露
出
し
て
い

た
。
す
な
わ
ち
、
こ
の
沢
の
周
辺
は
南
側
に
東
西
に
走
る
白
水
断
層
が
あ
り
、
北
側
に
も
同
方
向
の
断
層
が
あ
っ
て
、
地
塁
状
に
な
っ
て

い
る
丘
陵
を
こ
の
沢
が
侵
食
し
た
谷
で
あ
っ
た
か
ら
で
あ
る
。
そ
れ
故
、
こ
の
沢
は
白
水
川
流
域
で
江
戸
時
代
末
か
ら
商
業
用
の
石
炭
が

採
掘
さ
れ
た
と
こ
ろ
と
い
わ
れ
て
い
る
。
こ
の
炭
噴
は
明
治
三

O
年
に
岡
田
平
太
郎
に
よ
っ
て
採
掘
が
始
め
ら
れ
、
明
治
三
五
年
の
一
日

当
た
り
出
炭
量
は
二
三
八
ト
ン
で
あ
っ
た
。
明
治
三
七
年
に
は
三
友
炭
積
と
な
り
、

同
四

O
年
の
月
産
出
炭
量
は
二
二
ヱ
つ
一
ト
ン
、

従

業
員
数
一
五
五
名
、
女
子
四
六
名
の
中
堅
炭
積
で
あ
っ
た
。
坑
口
は
斜
坑
ま
た
は
横
坑
で
、
標
高
九

0
メ
ー
ト
ル
の
比
較
的
高
い
と
こ
ろ

に
坑
口
が
あ
り
、
炭
磯
住
宅
も
近
く
に
置
か
れ
て
い
た
。
採
掘
さ
れ
た
石
炭
は
急
傾
斜
の
と
こ
ろ
は
ケ
ー
ブ
ル
に
よ
っ
て
運
搬
さ
れ
て
い

た。
大
正
三
年
に
な
る
と
出
炭
量
が
年
産
一

O
、三

O
七
ト
ン
に
減
少
し
、
こ
の
当
時
の
記
録
に
は
「
下
層
掘
進
中
」

と
あ
り
、

大
正
初
期

に
は
「
本
層
」
の
採
掘
が
終
了
し
た
こ
と
を
示
し
て
い
る
。
そ
の
後
、
町
沢
政
次
郎
、
矢
郷
(
玉
城
矢
郷
磯
)

に
よ
る
斤
先
経
営
が
続

き
、
最
後
に
は
戸
部
炭
積
の
所
有
と
な
っ
た
。
こ
の
よ
う
な
変
転
の
過
程
で
、

ズ
リ
山
に
よ
っ
て
沢
が
埋
め
ら
れ
、
周
辺
の
景
観
は
明
治

期
の
面
影
を
と
ど
め
な
く
な
っ
て
い
る
。



四

結

語

以
上
、
白
水
川
流
域
に
お
け
る
明
治
年
間
の
炭
積
開
発
と
そ
の
変
遷
を
述
べ
て
き
た
の
で
あ
る
が
、
こ
れ
を
ま
と
め
る
と
、
次
の
八
点

に
要
約
で
き
る
。

付

白
水
川
流
域
に
お
け
る
「
本
層
」
の
採
掘
は
常
磐
線
が
開
通
し
た
明
治
一
ニ

0
年
代
か
ら
本
格
的
に
始
め
ら
れ
た
が
、

日
露
戦
争
あ

いわき市内郷白水における明治期の炭積とその変遷

る
い
は
明
治
末
ま
で
に
掘
り
尽
さ
れ
、
最
盛
期
は
短
期
間
で
あ
っ
た
。
最
盛
期
に
は
福
島
県
に
属
す
る
常
磐
炭
田
総
出
炭
量
の
六
割
を
こ

の
流
域
が
占
め
て
い
た
。
ま
た
、
他
地
区
で
操
業
し
た
炭
醸
の
中
に
は
、
こ
の
流
域
で
最
初
に
石
炭
を
採
掘
し
た
炭
積
会
社
が
多
く
み
ら

れ
る
。∞

 
ほ
ぼ
東
西
に
走
る
白
水
断
層
の
南
側
に
あ
た
り
、
爽
炭
層
が
比
較
的
深
い
と
こ
ろ
に
あ
っ
た
炭
磯
の
採
掘
方
法
は
竪
坑
方
式
で
あ

っ
た
。
そ
の
動
力
は
蒸
気
機
関
で
あ
っ
て
、
排
水
・
送
風
に
も
蒸
気
機
関
が
使
わ
れ
て
い
た
。
斜
坑
・
横
坑
方
式
を
と
っ
て
い
た
の
は
白

水
川
の
河
床
面
よ
り
高
い
位
置
の
炭
層
を
採
掘
し
た
炭
顕
で
あ
る
。
こ
の
方
式
に
よ
る
採
掘
場
所
は
湯
ノ
岳
山
麓
と
白
水
断
層
北
側
の
地

塁
状
の
丘
陵
と
で
あ
っ
た
。

明
治
三

0
年
代
か
ら
明
治
末
ま
で
の
採
掘
は
八
尺
層
の
「
本
層
」
の
み
で
あ
り
、

し
か
も
落
盤
を
防
ぐ
た
め
五
尺
ほ
ど
し
か
採
掘

同
し
な
か
っ
た
。
ま
た
、
爽
炭
層
が
三

1
四
尺
の
「
上
層
」
や
三
尺
ほ
ど
の
「
下
層
」
も
採
掘
し
な
か
っ
た
。
そ
の
た
め
、
地
表
か
ら
爽
炭

層
ま
で
の
深
度
が
浅
い
こ
と
も
あ
っ
て
、
斤
先
経
営
と
呼
ば
れ
る
残
炭
掘
り
が
昭
和
三

O
年
こ
ろ
ま
で
続
い
て
い
た
。
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伺

ほ
と
ん
ど
ズ
リ
ハ
ボ
タ
)
が
出
な

「
本
層
」
の
み
の
採
掘
で
あ
っ
た
た
め
、
選
炭
は
塊
炭
と
粉
炭
を
選
別
す
る
程
度
で
あ
っ
て
、

か
っ
た
の
で
、

い
わ
ゆ
る
ズ
リ
山
は
形
成
さ
れ
な
か
っ
た
。
た
だ
、
蒸
気
場
か
ら
出
る
石
炭
灰
が
ズ
リ
山
の
形
に
積
上
げ
ら
れ
て
し
い
た
に
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す
ぎ
な
い
。

同

斤
先
経
営
に
な
っ
て
か
ら
は
残
炭
掘
り
に
移
行
し
た
の
で
ズ
リ
が
多
く
、
そ
の
ズ
リ
山
が
初
期
の
炭
頓
施
設
を
埋
没
し
て
し
ま
っ

て
い
る
と
こ
ろ
が
多
い
。
と
く
に
顕
著
な
の
は
弥
勤
沢
が
白
水
川
に
合
流
す
る
付
近
で
あ
る
。

的

こ
の
地
域
に
は
炭
頓
住
宅
が
多
く
残
っ
て
い
る
。
現
存
す
る
炭
磯
住
宅
の
多
く
は
大
正
末
か
ら
昭
和
一

O
年
こ
ろ
に
か
け
て
の
斤

先
経
営
に
移
行
し
て
か
ら
建
て
ら
れ
た
も
の
で
あ
る
。
建
築
場
所
は
初
期
の
炭
積
の
場
合
と
位
置
が
大
き
く
変
更
さ
れ
る
こ
と
は
な
く
、

炭
積
施
設
ハ
坑
口
〉
付
近
に
建
て
ら
れ
た
も
の
が
多
い
。
斤
先
経
営
の
炭
棋
は
斜
坑
方
式
を
と
り
、
坑
口
は
炭
積
住
宅
の
周
囲
に
立
地
し

て
い
た
。

8:J 

炭
積
住
宅
に
は
、
幅
四
問
、
長
さ
一

0
・
五
聞
で
一
回
世
帯
が
住
む
棟
割
り
長
屋
と
、
幅
二
問
、
長
さ
一

0
・
五
聞
で
七
世
帯
が

住
む
長
屋
お
よ
び
独
身
者
用
の
大
納
屋
と
が
あ
っ
た
。
こ
れ
ら
は
飯
場
で
あ
っ
て
、

入
山
採
炭
の
み
で
も
飯
場
が
二

O
箇
所
を
こ
え
て
い

た
。
入
山
採
炭
で
は
職
員
住
宅
・
職
工
住
宅
・
坑
夫
住
宅
な
ど
の
区
分
が
な
く
、
こ
れ
ら
は
混
在
し
て
い
た
。

的

明
治
期
に
つ
く
ら
れ
た
炭
積
施
設
の
う
ち
、
現
在
も
そ
の
痕
跡
を
と
ど
め
て
い
る
の
は
次
の
通
り
で
あ
る
。

高
倉
地
区

レ
ン
ガ
造
り
の
水
道
取
入
口
。
白
水
川
支
流
の
侵
食
に
よ
っ
て
露
出
し
た
レ
ン
ガ
壁
の
坑
道
、
滝
壷
状
の
凹
地
に
な
っ
て

い
る
白
水
川
河
床
の
石
炭
採
掘
跡
と
石
炭
の
露
頭
(
上
層
)
。

玉
城
地
区

運
搬
用
ト
ン
ネ
ル
。
山
神
社
跡
の
白
水
炭
積
の
碑
。
白
水
炭
顧
所
長
の
住
宅
。

川
平
地
区

飯
場
頭
の
住
宅
跡
(
白
水
小
学
校
プ
l
ル
の
東
)
。

入
山
第
三
坑
地
区

石
炭
灰
を
運
ん
だ
巻
き
場
の
レ
ン
ガ
造
り
建
造
物
。
火
薬
庫
の
土
台
。
竪
坑
の
巻
き
場
の
土
台
。
商
庖
街
。

栃
窪
地
区

軽
便
鉄
道
の
ト
ン
ネ
ル
。
飯
場
頭
名
記
載
の
供
養
塔
。



三
星
綴
地
区

竪
坑
跡
。
煙
道
。
煙
突
。
排
気
竪
坑
の
レ
ン
ガ
造
り
建
造
物
。
常
磐
線
下
の
軽
便
鉄
道
の
ト
ン
ネ
ル
。

な
お
、
入
山
採
炭
の
石
炭
専
用
線
の
一
部
は
市
道
白
水
|
高
野
線
と
な
り
、
大
部
分
の
軌
道
敷
は
そ
の
痕
跡
を
と
ど
め
て
い
な
い
。
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